
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 頭のなかもアクティブに 

 アクティブ・ラーニングでは，「主体的」および「協働的」に学ぶことに

フォーカスが当てられるが，これは，単に，ペアワークやグループワークを

授業に取り入れればよいということではない。友だち同士で話をしていたと

しても，目的や見通しもなく話し続けていれば，それはアクティブな状態と

は言えない。アクティブ・ラーニングで大切なことは，頭の中もアクティブな状態であるとい

うことである。例えば，「今書いている英語は最終的にはウェブサイトに載るものだよね。だ

から，どんな人が読んでも分かるように説明しようよ。僕はこう書いてみたけど，君はどう？」

というように，頭の中で描いた見通しを踏まえて，友だちとやり取りできるということである。 

２. の を使ったアクティブ・ラーニング 

 では，最終的に誰に向けて何を書くかの指示がある。この設定を，活動中，意識

させ続けることが大切である。まず，左ページでは，この課題を別の人が行った（理想的な）

やり方を順に確かめるという段階が設けられている。最初から主体的に活動に取り組むことは

なかなか難しいため，まずはこのステップを踏み，参考にしながら，右ページで，自力で，つ

まり主体的に課題に取り組む。「自力」というのは，ここでは「先生の強いサポートがない
．．

」

という意味であり，友だち同士で協力し合うことも推奨されている。「グループで協力して」

という指示があるが，重要なことは単に話し合うのではなく，最終的なゴールに向けて話し合

うということである。従って，グループの中で，議論している内容がトピックから外れていな

いかをチェックする役割を作ってもよい。その際 “ などの表現を教えて

使わせたりすることで，生徒たち自身でゴールに向かって主体的に進ませることができる。 

３. アクティブ・ラーニングが向かうべき方向 

 はステップが細かく設定されており，順に行うことで活動に取り組みやすくして

いる。ただし，現実の言語使用の世界（あるいは試験などの機会）においては，ステップは提

示されない。そこで，この では，課題に取り組みながら，辿るべきステップ自体

も学べるように工夫がされている。書くためのプロセスも学ぶことで，現実場面で必要となる

真の主体性を学ぶことが可能になる。 
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